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れる。上院議員の任期も六年だが、三年ごとに議席二四の半数一二が改選さ 下 （議席定数の八割は小選挙区制、 割は政党名簿の比例代表制） 、州知事、地方首長、地方議員は三年ごとだ。一九八六年 民主化から六年ごとに統一選挙が行われてきた。投票日は五月の第二月曜日で、三カ月前の二月から 運動が開始る。投票資格は、一八歳以上のフィリピン人で、海外出稼ぎ中でも不在者投票できる。二〇 六年には国内で五四四〇万人が有権者登
録をし、四〇〇〇万人ほどが実際に投票した。投票率は八二％だ。一八歳から三五歳の若者が有権者人口の三七％ 占めた。海外では一三八万人が有権者登録をし、そのうち三二％が　
フィリピンでは、政党を基準に
候補者を選ぶのが難しい。政党システムが極端に流動化して て、政策やイデオロギーをめぐる政党間の対立も不明瞭だからだ。選挙後、当選した大統領の政党に大量の国会議員が党籍変更するのもお馴染みである。地方政治の候補者からすれば、政党 支持の調達に役立たない 様々な資源やサービスを貧困層に配分するネットワークを自ら形成せざるをえ い。そのため、貧困層はどのネットワークに自分が属しているかで投票を決めることが多い。他方、正副大統領選挙と上院議員選挙は、全
国をひとつの選挙区として争われるため、個々の有権者の具体的な利益とそれほどはっきり結びつかない。そのゆえ、候補者のパーソナリティと、彼らがフィリピンをどのように変革するのか訴える言葉が重要に る　
一九九二年の大統領選挙では、
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センシティブな問いでもある。だが、対立を恐れて黙り込むということはあまりなく、雄弁な人たちが多い。　
こうした日々の討議を通じて、





時からは酒の販売が禁止され、いつもは深夜まで営業してい 雑貨店やバーも早々と店を閉める。とはいえ、その前に酒を買い込んで政治談議をしつつ家で飲む者も多い。投票日には午前六時から投票所が開かれ、投票所の周りは人だかりになる。各陣営の運動員は、候補者の名前が記された「見本投票用紙」を配る そ らを受け取りつつ投票所に行くと、多くの人びとと列に並んで辛抱強く投票の順番を待 。その周 では、露天商がアイスや飲み物を売っている。　
投票所の運営を任されるスタッ
フは公立学校の教員で、ＰＰＣＲＶ（責任ある投票のための教区会
議）のボランティアがそれを支援する。ＰＰＣＲＶはカトリック教会の信徒団体による組織で、選挙管理委員会の公認のもと選挙監視に当たる。二〇一六年 は全国九万二五〇九 投票所で、大学生などの若者を中心に七〇万人 ボランティアが活躍した。投票所着いた投票者は、まず有権者名簿から自分の名前と番号 探し出すのだが、それを助けるのも彼らの仕事だ。　
投票所には、各候補者から数百
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